
Ⅰ 「マーケティング経理」とは？

Ⅱ 「従来の経理代行」と「マーケティング経理代行の違い」

Ⅱ ご提供資料
ご提供時期

過去会計資料 毎月
毎月
毎月
毎月

決算終了時
決算終了時
決算終了時

未来会計資料 毎月
毎月
毎月
毎月
毎月

決算終了時
決算終了時

Ⅲ 料金表

※仕訳数

※登録料

Ⅳ 対象
社員30名以下の法人企業様

Ⅳ お申し込み方法
まずは「お問い合わせフォーム」より、面談をお申し込みください。

451仕訳～500仕訳 64,000円
501仕訳～ 以下50仕訳増加ごとに5,000円追加

ひと月当たりの次の合計数がおおよその仕訳数となります。（一応の目安であり、実際の仕訳数とは異な

上記料金の他、マーケティング経理代行申込時に初期登録料として10,000円を申し受けます。

59,000円401仕訳～450仕訳

301仕訳～350仕訳 49,000円
351仕訳～400仕訳 54,000円

151仕訳～200仕訳 34,000円
201仕訳～250仕訳 39,000円
251仕訳～300仕訳 44,000円

仕訳数
※ 月額料金（税別）

100仕訳まで 24,000円
101仕訳～150仕訳 29,000円

資金予定表
予算実績比較表
各種財務グラフ
決算診断報告書
金融機関格付評価報告書

二期比較損益計算書
総勘定元帳
仕訳帳
決算書
損益予測表
部門・商品・顧客等セグメント別損益計算書

多くの中小企業では、経理を「決算書を作成するための手段」と位置付けています。しかし、経理にはもっと
重要な目的を持っています。それは、「黒字経営の仕組み化を実現すること」です。つまり「過去の業績を集
計する作業」ではなく、「未来の望ましい姿を実現させるためのシナリオ作り」こそが経理本来の目的であ
り、その目的を果たすための資料作りを私は「マーケティング経理」と呼んでいます。

従来の経理代行は、①売上・経費の記帳処理 → ②試算表作成 → ③決算処理 → ④決算書作成といった
流れで行う経理代行です。作成する試算表や決算書は、過去データの集計表（過去会計資料）に過ぎませ
ん。
これに対し当社の「マーケティング経理代行」では、従来の経理代行処理や作成帳票に加え、「損益予測
表」「部門・商品・顧客等セグメント別損益分析表」「資金予定表」「予算実績比較表」など、未来を予測し経
営改善を図るために必要な資料（未来会計資料）を作成します。「現状と目標との差がどのくらいあり、その
原因と改善策が見える」という、「従来の経理代行」にはない特徴を持っているのが「マーケティング経理代
行」です。

作成資料
財務概況書
試算表
月次損益計算書


